
東胆振地域リハビリテーション推進会議事務局東胆振地域リハビリテーション推進会議事務局

本本 間間 啓啓 介介

＜実施要綱（案）・指定要綱（案）とからめて＞＜実施要綱（案）・指定要綱（案）とからめて＞



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

会会 則則
第３章第３章 会員会員 （会員資格）（会員資格）

第第44条条 本会は、次の団体、協力医療機関及び市町等をもって構成する本会は、次の団体、協力医療機関及び市町等をもって構成する
（１）団体（１）団体 （２）協力医療機関（２）協力医療機関 （３）市町（３）市町
（４）その他、本会の目的に賛同し（４）その他、本会の目的に賛同し,,理事会で会員になることを認めたもの理事会で会員になることを認めたもの

平成１８年度会員平成１８年度会員

1）団　体 16
2）協力医療機関 16
3）市　町 5
4）その他

計 37

第６章第６章 理事会（招集等）理事会（招集等）

第第1818条条 理事会は、会長が必要に応じて招集し、その議長を務める理事会は、会長が必要に応じて招集し、その議長を務める
５５ 理事会には参与を置くことができる理事会には参与を置くことができる

参与参与 苫小牧保健所苫小牧保健所 所長所長

北海道地域リハビリテーション協議会構成以外北海道地域リハビリテーション協議会構成以外

指定要綱（案）指定要綱（案） 第２第２ 指定基準等指定基準等

1 広域支援センターを指定する場合の基準は、次のとおりとする。

医師会、歯科医師会、理学療法士会、作業療法士会、言語聴覚士の会、看護協会など,リハビリテー
ションに係る専門職種の団体、市町村、保健所及び2の協力病院等により構成される推進会議等の
組織体（以下「組織体」という。）であること。

＜組織体＞＜組織体＞

（社）北海道薬剤師会苫小牧支部
（社）北海道栄養士会苫小牧支部

（社）北海道歯科衛生士会苫小牧支部
日胆地区老人福祉施設協議会

日本介護福祉士会北海道支部日胆地区
苫小牧ケアマネージャー連絡会

白老町ケアマネージャー連絡協議会
東胆振3町介護支援専門員連絡会議



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度平成１８年度 総会総会

☆補助金終了後に向けた運営体制づくり☆補助金終了後に向けた運営体制づくり

1. 1. 役員任期役員任期 会則会則 ⇒⇒ 再再 任任

2. 2. 専門部会及び部会長・委員専門部会及び部会長・委員 会則会則 ⇒⇒ 再指名再指名

3. 3. 事務局の指定事務局の指定 会則会則 ⇒⇒ 再指定再指定

4. 4. 専門部会の任期専門部会の任期 専門部会専門部会 ⇒⇒ 延延 長長

5. 5. 専門部への協力員専門部への協力員 設置要領設置要領 ⇒⇒ 強強 化化

指定要綱（案）指定要綱（案）

＜別＜別 表＞表＞

アア 総会及び運営委員会等の運営総会及び運営委員会等の運営



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

＜３年任期＞＜３年任期＞

補欠は同じ所属から補欠は同じ所属から

平成平成1515年度年度 平成平成1616年度年度 平成平成1717年度年度 平成平成1818年度年度 平成平成1919年度年度 平成平成2020年度年度
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所

東胆振リハビリテーション推進会議東胆振リハビリテーション推進会議

支援

相談

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

ネットワーク部会 研修・講師部会

（会員）

職能団体など 医療機関など 市町 その他

事務局

事務局（事務局（６名６名を中心に）・・を中心に）・・苫小牧東病院苫小牧東病院 ＰＴ２名ＰＴ２名 OT 1OT 1名名 ＳＴＳＴ １名１名 ＭＳＷＭＳＷ １名１名 介護支援専門員介護支援専門員 １名１名
（全スタッフ協力）（全スタッフ協力）

研修・講師部会（９名）・・・研修・講師部会（９名）・・・ＰＴＰＴ ４名４名 ＯＴＯＴ １名１名 ＳＴＳＴ １名１名 介護支援専門員介護支援専門員 １名１名 介護福祉士介護福祉士 １名１名
施設施設 11名（老健施設協議会）名（老健施設協議会）

ネットワーク部会（９名）・・・医師ネットワーク部会（９名）・・・医師 １名１名 ＰＴ２名ＰＴ２名 ＯＴ１名ＯＴ１名 ＳＴＳＴ １名１名 ＭＳＷＭＳＷ 11名名 訪看訪看Nr1Nr1名名
介護支援専門員介護支援専門員 １名１名 行政行政 １名（介護保険課）１名（介護保険課）



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議 事務局事務局東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議 事務局事務局

事務局会議 保 健 所
支 援

相 談

事務局長

・研修、講師部会担当

・ネットワーク部会担当

・苫小牧リハビリテーション研究会担当

・事務局担当

苫小牧東病院

職員



事務局会議 保 健 所
支 援

相 談

会議 月１回
内容 年度全体： １ｶ月間の各部活動

事務局員
＋ 保健所担当者職員

＋ 地域包括支援センター

運営協議会委員

指定要綱（案）指定要綱（案） 第２第２ 指定基準等指定基準等

１－（３）１－（３） 事務局は協力病院等に置き、事務局は協力病院等に置き、

広域支援センターを所管する道立保健所が広域支援センターを所管する道立保健所が

運営に参画すること運営に参画すること



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

○○ 研修、講演会研修、講演会 ＊苫小牧リハビリテーション研究会と共催＊苫小牧リハビリテーション研究会と共催

77月月2525日日 会会 場：グランドホテルニュー王子場：グランドホテルニュー王子 参加者：参加者：6363名名

テーマ：テーマ：「「経頭蓋磁気刺激のリハビリテーションの応用経頭蓋磁気刺激のリハビリテーションの応用」」

講講 師：北大大学院医学研究科リハ医学師：北大大学院医学研究科リハ医学 教授教授 生駒生駒 一憲氏一憲氏

1111月月2121日日 会会 場：グランドホテルニュー王子場：グランドホテルニュー王子 参加者：参加者：336336名名

テーマ：テーマ：「「認知ケアをめぐる最近の動向認知ケアをめぐる最近の動向」」

講講 師：認知症介護研究師：認知症介護研究・・研修センター研修センター 研究研究・・研修部長研修部長

東北福祉大学東北福祉大学 総合福祉学部総合福祉学部 教授教授 加藤加藤 伸司氏伸司氏

33月月1515日日 会会 場：苫小牧市民会館場：苫小牧市民会館 小ホール小ホール

内内 容：研究発表会容：研究発表会

研修・講師部会



77月月1313日日 第４回研究会第４回研究会
会会 場：苫小牧市民会館場：苫小牧市民会館 小ホール小ホール

テーマ：テーマ：「「ＡｃｔｉｖｉｔｙＡｃｔｉｖｉｔｙ ～明日からできるレクリェーション活動～～明日からできるレクリェーション活動～」」

講講 師：ＮＰＯ法人地域リハ実践プロジェクトりらいふ師：ＮＰＯ法人地域リハ実践プロジェクトりらいふ

作業療法士作業療法士 設楽設楽 美紀氏美紀氏

参加者：参加者：144144名名

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

指定要綱（案）指定要綱（案） （別表）（別表）

オオ リハビリテーション関係職員等に対する研修会の開催リハビリテーション関係職員等に対する研修会の開催



研究発表会研究発表会 アンケートアンケート （抜粋）（抜粋）研究発表会研究発表会 アンケートアンケート （抜粋）（抜粋）

今回の研究発表会に参加して明日からの仕事に役立つと今回の研究発表会に参加して明日からの仕事に役立つと

思われることはありましたか？思われることはありましたか？

Q6  Q6  前回の講演会・研究発表会に参加した方で、実際の仕事に役立っ前回の講演会・研究発表会に参加した方で、実際の仕事に役立っ
たことはありますか？たことはありますか？
第第2828回研究会、講演［半側空間無翅～診断からリハビリテーションへ～」について、実際回研究会、講演［半側空間無翅～診断からリハビリテーションへ～」について、実際
の仕事に役立ったこと、参考になったことを具体的に書いてくださいの仕事に役立ったこと、参考になったことを具体的に書いてください

Q4Q4



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

○○ 講師バンク講師バンク

登録状況登録状況 ・医師・医師 ４名４名 ・作業療法士・作業療法士 ４名４名

・歯科医師・歯科医師 １名１名 ・言語聴覚士・言語聴覚士 １名１名

・理学療法士・理学療法士 １０名１０名

計計 ２０名２０名

指定要綱（案）指定要綱（案） ＜別表＞＜別表＞

エエ 講師バンクの設置・運営講師バンクの設置・運営

ａａ 医師、歯科医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などの登録医師、歯科医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などの登録



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議 会則会則東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議 会則会則

第９章第９章 協力医療機関等の責務協力医療機関等の責務

((講師登録等講師登録等) ) 
第第2323条条1.1.協力医療機関は、少くとも１名以上を本会のリハビリテーション講師協力医療機関は、少くとも１名以上を本会のリハビリテーション講師
バンクに登録するものとする。バンクに登録するものとする。

2.2.協力医療機関以外の会員も、リハビリテーション講師バンクに登録す協力医療機関以外の会員も、リハビリテーション講師バンクに登録す
るよう努めるものとするるよう努めるものとする

3.3.リハビリテーション講師バンクに登録したものに派遣要請があった場リハビリテーション講師バンクに登録したものに派遣要請があった場
合は、できる限り協力するものとする合は、できる限り協力するものとする

指定要綱（案）指定要綱（案） 第２第２ 指定基準等指定基準等

２２ 協力病院は、協力病院は、次のいずれかの基準を満たす医療機関で講師バンクの運次のいずれかの基準を満たす医療機関で講師バンクの運
営に協力するほか、施設営に協力するほか、施設及び器財貸与等の面で強力を行うものとする及び器財貸与等の面で強力を行うものとする



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

○○ 講師バンク講師バンク

55月月1919日日 日胆支部苫小牧地区理学療法士会研修日胆支部苫小牧地区理学療法士会研修 （ＳＴ派遣）（ＳＴ派遣）

「摂食・嚥下基礎講座」「摂食・嚥下基礎講座」

会場：市民活動センター会場：市民活動センター

参加数：参加数：3030名名

99月月3030日日 苫小牧市中央地域包括支援センター苫小牧市中央地域包括支援センター 介護教室介護教室 （ＰＴ派遣）（ＰＴ派遣）

「転倒予防体操と筋力トレーニング」「転倒予防体操と筋力トレーニング」

会場：ケアライフ王子会場：ケアライフ王子（（老健施設老健施設））

参加数：参加数：1515名名 入所者と家族入所者と家族



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

○○ 講師バンク講師バンク

1010月月2828日日 苫小牧市西地域包括支援センター苫小牧市西地域包括支援センター 介護教室介護教室 （ＰＴ派遣）（ＰＴ派遣）

「転倒予防、冬場の野外歩行・外出の為の環境整備」「転倒予防、冬場の野外歩行・外出の為の環境整備」

会場：のぞみコミュニティセンター会場：のぞみコミュニティセンター

参加数：参加数：4040名名 民生委員、町内会役員民生委員、町内会役員

高齢者・家族、一般市民高齢者・家族、一般市民

指定要綱（案）指定要綱（案） （別表）（別表）

エエ 講師バンクの設置・運営講師バンクの設置・運営

ｂｂ 市町村及び介護保険、障がい者福祉等関係機関へのリハビリテーション技術に関する市町村及び介護保険、障がい者福祉等関係機関へのリハビリテーション技術に関する
相談支援及び実地指導相談支援及び実地指導

ｃｃ 市町村及び介護保険、障がい者福祉等関係機関等が実施する研修会等への講師派遣市町村及び介護保険、障がい者福祉等関係機関等が実施する研修会等への講師派遣



東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議

平成１８年度の活動平成１８年度の活動

ネットワーク部会ネットワーク部会
○○ホームページホームページ

リハビリテーションマップの更新対応中リハビリテーションマップの更新対応中

○事例検討会○事例検討会

99月月2222日日 会会 場：苫小牧保健所場：苫小牧保健所 共催共催 （（苫小牧保健所苫小牧保健所・・東胆振精神保健協会東胆振精神保健協会））

テーマ：高次脳機能障害学習会テーマ：高次脳機能障害学習会「「事例から障害者の特徴と支援方法を学ぶ事例から障害者の特徴と支援方法を学ぶ」」

参加者：参加者：4747名名 行政行政・・医療機関医療機関・・身障療護施設身障療護施設・・作業所作業所・・職業安定所等職業安定所等

指定要綱（案）指定要綱（案） （別表）（別表）

ウウ 地域におけるリハビリテーションの実態把握と課題分析地域におけるリハビリテーションの実態把握と課題分析

指定要綱（案）指定要綱（案） （別表）（別表）

カカ その他、地域におけるリハビリテーションの推進に資する事業その他、地域におけるリハビリテーションの推進に資する事業



【 効 果 】 ・施設、介護保険サービスのリハビリ内容が一覧できる
・リハビリサービスの選択が容易になる
・サービス間の交流が活発になる





（東胆振地域リハビリテーションマップより抜粋 作成17年1月5日）



（東胆振地域リハビリテーションマップより抜粋 作成17年1月5日）
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〇地域懇談会〇地域懇談会
≪≪テーマテーマ≫≫介護予防プログラムの導入後、半年後の現場における状況と介護予防プログラムの導入後、半年後の現場における状況と

成果、課題把握成果、課題把握 と解決に向けた取り組みについて、実際に携わる関係と解決に向けた取り組みについて、実際に携わる関係
職員を対象に懇談会を開催する職員を対象に懇談会を開催する

通所リハ事業所通所リハ事業所
会場：市民活動センター会場：市民活動センター
参加事業所：８事業所（１１事業所中）参加事業所：８事業所（１１事業所中）

２３名（２３名（PTPT・・OTOT・・NrNr・介護職員等）・介護職員等）

訪問リハ事業所訪問リハ事業所
会場：市民活動センター会場：市民活動センター
参加事業所：９事業所（１５事業所中）参加事業所：９事業所（１５事業所中）

１７名（１７名（PTPT・・OTOT・・STST・・NrNr等）等）

９月２０日９月２０日

９月２７日９月２７日

☆☆訪問リハ・通所リハを行う各事業所が今後の連携と活動の足掛りとなるきっかけづくり訪問リハ・通所リハを行う各事業所が今後の連携と活動の足掛りとなるきっかけづくり

指定要綱（案）指定要綱（案） （別表）（別表）

イイ 関係団体・関係機関等のリハビリテーション関係者によるネットワーク構築関係団体・関係機関等のリハビリテーション関係者によるネットワーク構築



目的 目標 事業 具体的な取り組み 事業の目的 今後の方向性
開催数・参
加人数

1回　・　４７名

評価
各関係機関が役割を持って互いにつなが
ることが重要であることがわかった。

開催数・参
加人数

年１回（アクティビティ－）　・　１４４名

評価

ただ行なっているレクやゲームの中でも
機能効果を伝えて実施すると利用者は
もっと意識して行なえるし、予防にもなる
（アンケートより）

開催数
ネットワーク部会3回、研修講師部会3
回、合同部会2回、（事務局会議等10回）

評価 定期開催、必要に応じて開催されている

更新頻度 年1回　（地域リハ施設概要を掲載）

評価 平成１８年度制度改正に伴い更新中

開催数 ２回（通所リハ２３名、訪問リハ17名）

評価 情報交換の場としては有効。

リハ資源の情報を積極的に
発信することで役割を再認
識

実技研修会

介護予防プログラムの導入
に伴う現況調査、情報交換

結果

高 次脳機 能障害の学習会
に共催。 急性期から在宅、
施設等の幅広い職種・事業
所との学習会

現場で働く各職種の方が明
日から使えるもの

各職種部員より、地域に必
要とされているものの検証・
検討

事例検討会

部会の開催

地域リハマップ、Ｈ
Ｐの更新

維持期リハを担う介護
職が具体的な技術を習
得できる

リハビリテー
ションに関す
る研修

地域のリハビ
リテーション
ネットワークの
構築

①

地域懇談会

地域のリハビ
リテーション
ネットワークの
構築

地域リハ関係者が東胆
振の社会資源、人材資
源を知り、それぞれが
何をしているかがわか
る

ネットワークを構築
する

②

急性期から維持期
までのリハビリ
テーションの充実

急性期、回復期、維持
期で関わっているスタッ
フがお互いの役割を認
識し、スムーズな連携
が取れるようになる

各団体や責任者と方向性（自主的な連
絡会にする等）を検討し継続。

保健所と協力し事例検討会の実施を検
討。

事業目的は継続。予算終了後も推進会
議独自の研修会は開催していく。（回数
未定）

部会の形式は維持（事務局、ネットワー
ク部会、研修講師部会）。今後は協力員
の活用など柔軟な対応も検討。

継続更新。管理・運営方法を検討し、使
いやすい形で継続。

平成１８年度平成１８年度 東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議 整理表整理表 （１８．４～１８．１２）（１８．４～１８．１２）



3

平成１８年度平成１８年度 東胆振地域リハビリテーション推進会議東胆振地域リハビリテーション推進会議 整理表整理表 （１８．４～１８．１２）（１８．４～１８．１２）

目的 目標 事業 具体的な取り組み 事業の目的 今後の方向性
開催数・参
加人数

年3回

評価 毎回多くの参加者から好評をいただいている

登録者数 20名

派遣回数 3回

評価
・講習会での質疑応答が活発
・依頼者、講師ともに好評

出席回数 ４回

評価
包括支援センターの事務内容の把握が
出来た

精神保健協会との
連携

情報提供、情報開示、事業
の共催

評価 双方とも連携体制について了解 今後も継続

開催回数 １回

評価
高次脳機能障害の基礎を学び、各関係
機関が具体的支援方法について検討で
きた。

関係機関及び一般住民の
普及啓蒙活動。課題を明ら
かにし、検討する場を設け
る

介護予防事業の現状把握・
支援

講師バンクの運
営、派遣

・苫小牧リハ研究会は道内外
から著明な講師を招き開催

・推進会議では受講生が参加

できる形態

地域のリハビリテーション
知識・技術の向上の為に、
専門職の講師が必要な講
演会・研修会を開催

⑤ その他

④
誰もが安心してい
きいきと楽しく暮ら
せる街づくり

地域の介護予防事業
が効果的に実施される

地域の資源と連携し、
地域リハビリテーション
の普及啓発を図る

地域リハビリ
テーションから
街づくりへの
提言

学習会の開催（高
次脳機能障害）

地域包括支援セン
ター運営協議会へ
の参画

地域リハビリ
テーション実
施機関に対す
る支援

結果

苫小牧リハビリ
テーション研究会
と連携し研修会を
開催地域リハビリテー

ションにかかわる
人々の資質向上
及び技術の向上

リハビリテー
ションに関す
る研修
リハビリテー
ション講師バ
ンクの設置、
運営

③

職種を問わず多くの関
係者が参加し、地域全
体の学習の機会を確保
することができる

保健所と協力し、継続して取り組む

苫小牧リハビリテーション研究会との共
催は継続

講師料などの見直しが必要
予算終了後も継続

今後も運営協議会へ参加継続。地域リ
ハの立場から提案等を行う。



平成１８年度の活動展開平成１８年度の活動展開平成１８年度の活動展開平成１８年度の活動展開

１１ 大きな体制の変化なく継続してきた中で、質的なものの変大きな体制の変化なく継続してきた中で、質的なものの変
化・充実がみられる。化・充実がみられる。

２２ 研修研修・・講師バンク派遣講師バンク派遣・・地域懇談会において地域懇談会において、、具体的な成具体的な成
果に結びつくことを果に結びつくことを意識し展開した意識し展開した。。

３３ 部会・合同部会の検討や活動を通し、「継続すべきこと」、部会・合同部会の検討や活動を通し、「継続すべきこと」、
「新たに取り組むこと」、「見直しが必要なこと」、「取「新たに取り組むこと」、「見直しが必要なこと」、「取
り組む必要が低いこと」など整理を進めている。り組む必要が低いこと」など整理を進めている。

４４ 推進会議だけで進めていこうとするのではなく、「地域のほかの活推進会議だけで進めていこうとするのではなく、「地域のほかの活
動と合同で行う」、「地域の機関と協力しながら行う」、さらに動と合同で行う」、「地域の機関と協力しながら行う」、さらに
「他の取り組みがなく、推進会議できっかけづくりが必要であると「他の取り組みがなく、推進会議できっかけづくりが必要であると
判断し取り組む」などしている。判断し取り組む」などしている。



今後の展開について今後の展開について今後の展開について今後の展開について

１１ 今までの活動も含め「地域リハ」の広い概念のもと、いろ今までの活動も含め「地域リハ」の広い概念のもと、いろ
いろなことに広げていけるが、もう少し、ポイントを絞っいろなことに広げていけるが、もう少し、ポイントを絞っ
た活動にしていく方がよいのでは。た活動にしていく方がよいのでは。

⇒⇒地域に根付く活動として事例検討会など定例化し、地域に根付く活動として事例検討会など定例化し、
積み上げていくことも１つの方法積み上げていくことも１つの方法。。

２２ さらにさらに、、「「継続すべきこと継続すべきこと」」、、「「新たに取り組むこと新たに取り組むこと」」、、
「「見直しが必要なこと見直しが必要なこと」」、、「「取り組む必要が低いこと取り組む必要が低いこと」」
など検討しなど検討し、、整理する整理する。。
⇒⇒補助金がなくなることと合わせて補助金がなくなることと合わせて、、推進会議の周辺状況推進会議の周辺状況
のことも視野に入れのことも視野に入れ、、１年かけて検討する１年かけて検討する。。



今後の展開について今後の展開について今後の展開について今後の展開について

３３ 推進会議だけで進めていこうとするのではなく推進会議だけで進めていこうとするのではなく、、「「地域地域
のほかの活動と合同で行うのほかの活動と合同で行う」」、、「「地域の機関と協力しな地域の機関と協力しな
がら行うがら行う」」、、さらにさらに「「他の取り組みがなく他の取り組みがなく、、推進会議で必推進会議で必
要性があると判断し取り組む要性があると判断し取り組む」」などなど、、整理が必要整理が必要。。
⇒⇒地域の活動、関係機関の取り組みの情報収集・交換を行地域の活動、関係機関の取り組みの情報収集・交換を行
い連携をはかる。い連携をはかる。

４４ 市町の行政の範囲を越えて市町の行政の範囲を越えて、、人と人と地域の中で人と人と地域の中で、、
リハビリテーションの視点にたった連携が必要リハビリテーションの視点にたった連携が必要。。
⇒⇒二次医療圏の中で二次医療圏の中で（（市のみでなく市のみでなく））、、資源の有効活用資源の有効活用
し合うし合う、、広がりを持たせた展開が必要広がりを持たせた展開が必要。。
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